
The Japanese Association for Environmental Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Environmental 　Sooiology

帯 谷 ：漁業 者 によ る植林運 動の 展開 と性格変容

漁業者に よる植林運動の展開と性格変容
　　

一
流域保全運 動か ら環境 ・資源創造運動へ

　帯谷　博明

（東北 大学大学院）

　近 年，植 林 運 動 が 全 国 的 な高 ま りを見 せ て い るが，そ の 中 で も漁 業 者 に よ る運 動 は，198e年代

後半 に 北 海道 と宮城県で 相次 い で 始 ま り，ge年代以 降，全 国娩模で 急速 に 拡大 して い る。下流部

の 漁業者が 上 流 部 に植林を行 い ，流 域環 境 を守 ろ うとす る こ の 運 動 は，山 か ら海 まで を
一

体 の も

の と して 捉 え る流 域 管 理 の 思 想 に 裏打 ち され た もの で あ り，そ の 表出 的 な運 動 ス タ イル と も相俟

っ て ，大 きな社会的 イ ン パ ク トを有 して い る 。

　本稿 で は ，こ れ らの 運動が 全 国的 に興 隆する きっ か け と な っ た 「森は 海の 恋 人」運 動 を考察 の

対象とする 、 ダ ム 建設計画 に 対す る危機感 を背景 と して ，宮城県唐桑町の 養殖業者 を 中心 に 展開

され て い る こ の 運動 は，「大漁旗 を掲げ て 木を植える 」とい う行為を通 して，流 域 環境保全の 必

要性 を訴 え，幅 の 広 い 支 持 層 を獲 得 して い る。宮城県最北 端の 1
．
周辺 地 域 」 に 位置す る，少 数 の

漁 業者 の 運 動 が 発 展 し，ダ ム 計 画休 1ヒの
一

つ の 契機 とな る に 至 っ た 背景 に は どの よ うな要因が あ

る の か 。 本稿で は，運動 卞体 の 資源 お よび戦略，外部主体 との 関係，フ レ
ー

ミ ン グ に着 目 しなが

ら，時系 列 的 に 運 動 過 程 を 追 い ，運 動 が い か に 展 開 し，外 部 環境 と の 相 互 作 用 の 中で そ の 性 格 を

変 容 させ て い くの か を明 らか にす る。さ ら に，本運 動 が もつ 流域 保全 運 動お よび 環境
・
資源創造

運 動 と して の 二 重 の 意義 を考察す る ，，

キ
ー

ワ
ー

ド　 「森は海の恋人」運動 ， 資源 ， 戦略 ，

　　　　　　　フ レーミン グ， 環境 ・資源創造運動

1．は じめ に

1．1．植林運 動の興隆 と拡大

　植林運動や 森林づ くりに 関する 運動は ，1980年代後半以 降全国的に興隆 し，90年代に 入 っ て

さ ら に活発 化 して い る。た とえば，自然 との 関 わ りを求め る都市部 の 住民 と 「田舎」 との 交流

が活発 に な っ て きた こ ともそ の
一

因 に な っ て お り，近 年よ く聞か れ る 「森林 ボ ラ ン テ ィ ア」 な

どは そ の 代表例 で あろ う。 林野 庁の 調 査に よ れ ば
， 「森林関係 の ボ ラ ン テ ィ ア 団体」 は

，
97年

時点 で 全 国に約280 団体存在 し，そ の 大半が 90年代半ば 以 降に 設立 され て い る と い う ω
。 さ ら

に
， 社会貢献活動 と して 民間企業に よ る もの や ，自治体 ぐる み で の 植林活動 も，こ こ 数年 目立

っ て来て い る 。

　植林運動が多 くの 入々 の 関心を引 きつ ける の は ，コ ン フ リク ト状況下で ，特定の イ ッ シ ュ
ー

に関わ る問題解決 を志向する告発型の 運動 とは 異なっ て ，「誰で も参加で きる 」 とい う敷居 の

低 さ，「木 を植 え る 1行為が もつ 実践志向性や表出性，「将来 世代 の ために」 と い う未来志 向性
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があ るか らで あろ う。

　こ れ ら
一

連 の 運動 の 中で もとりわけ注目 に値する の が ，漁業者 を主体 とする 植林運動 で ある。

80年代後半に 北海道 お よび宮城県唐桑町で 相次 い で 開始され た こ の 動 きは
，

90年代以 降，全 国

規模で 急速 に 拡 大 し て い る ω
。 森林 の 多様な機能や水 の 「循環」に注 目 し た 下流部 の 漁業者

が上流 部に植林 を行 い ，流域 環境 を守ろ うとする こ の 運動は，山か ら海 まで を
一
体の もの と し

て 捉え る 流域管理 の 思想に裏打 ちさ れ た もの で あ り， そ の 表出的な運 動ス タ イ ル と も相俟 っ て ，

大 きな社会的 イ ン パ ク トを有 して い る。

1．2．本稿の 課題 と研究方法

　漁業者に よる植林運 動の 中 で も，宮城県唐桑町 の 養殖業者 を中心 とする 「森は海の 恋人」運

動 （以下 ，「森 ・海」運動）は，組織的な運動 として ，全国 に先駆け て 1989年 に開始 され た も

の で あ り B ）
，同種 の 運動 の 代名詞 的 な存在 と な っ て い る 。大 川上 流 部 （岩手県室根村 ） に

「大漁旗 を掲げ て 木を植 え る」 とい う行為を通 して
， 流域環境保全の 必要性 を訴える本運動は

，

地域 を超えた 幅の 広 い 支持層 を獲得 し，毎年開催 され る 植樹祭 の 参加者は ，約 500人 に及 ぶ
。

近年は，運動が全国規模で 波及 し，各地で 同様の 取組み が広が っ て い る 。 同時 に
， 本運動 は単

な る 「植林運動」に と ど まる もの で は な く，体験 学習 を通 した環境教育の 実践や上流地域 の 地

域づ く りへ の 寄与な ど，多面的な性格 を有 して い る 。 小 中学校の 複数の 教科書 に も運動が紹介

され る など，その社会的影響 も大 きい 。

　
一

方，こ の 点はあ ま り指摘 さ れ な い が ，本運動は，そ もそ も流域の ダム 建設計 画 に対 す る危

機感 を背景 として 開始 され た もの で ある。こ の 運動 の 出現 に よ っ て ，大川流 域 に は従来型 の

「反対運動」 と新 しい ス タ イ ル の 本運動が併存する 形 とな り， 両者の 相補的な相互 作用は ダ ム

計画休止の
一・

つ の 契機 となっ た。

　だ が こ れ まで ，「森 ・海一1運動 は活動 の概要が マ ス ・メ デ ィ ア な どで 表面的に紹介 ・引用 さ

れ る こ とは あっ て も， そ の 内実が社会 （科）学的な フ ィ
ー

ル ド調査 に 基づ い て 解明 され た こ と

は なか っ た 。宮城県最 北端の い わ ゆる 「周辺 地域」に位置 し，しか も町内 で は伝統的 に 「マ イ

ナ ーな存在」
〔4）

で あ っ た養殖 業を営む少数の 漁業者の 運動が 興 隆 ・発展 し
，

ダ ム 建設計画 に

大 きな イ ン パ ク ト をもつ に 至 っ た 背景 に は ど の よ うな要因が ある の か ， さ らに ， 運動が有する

社会 的意義は何 なの か，上記 の よ うな背景 を踏まえた上 で 実証的か つ 理論的に 明らか に され る

必要があろ う。

　そ こ で本稿では，多様 な論点を有する本事例 の 中で も，特 に運動の 展開プ ロ セ ス を解明する

こ とを課題 と し，さら に そ の 作業を通 して ，運動の 性格変容お よ び環境運動 として の 意義 を考

察 して い きた い
。 具体的に は，関係 各層 に対 して 行 っ た 聴 き取 り調 査や 参与観察 を もとに

，／Sl・
，

事例に即 して運動過程 を検討 して い くが，そ の 記述 ・分析 は主 に資源動員論の パ
ー

ス ペ ク テ ィ

ブ を用 い る
C61。そ れ は，資源動員論が 「相対 的に わずか な勢力 しか もたな い 運動が，なぜ 高

揚 し，目標 を達成 しうる の か」 （長谷川 ，1985 ：128 ）を中心的な説明 課題 と して 有 して お り，

本稿 の 課題設定お よ び本事例 の 分析に適合的 だ と考えら れ る か らで あ る 。 ま た
， 本運動に お い

て は ，Snow らが提起 した 「フ レ
ー

ム 調整 （フ レー ミ ン グ）」の 巧み さが ， 運 動 の 発 展 の 大 きな
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要 因 と な っ て い る こ とか ら，併せ て注 目 して い く
（7：1

。

　以 下 で は特に ，運動主体で あ る 「牡蠣 の 森を慕 う会」 （約60名 ；以下 ， 「慕 う会」）の 資源お

よ び戦略，外部主体 との 連関，フ レーミ ン グ を中心 に検討 を行 い ，上記 の 課題 に 関する考察を

進 め て い く。

2．運動の 舞台と背景

2．1．地 域の概要

　「森 ・海」運動 の 舞台とな る大川 は，岩手県お よび宮城 県が管理 する二 級河 川で岩手県室根

村を源流部 とし，隣接する宮城県気仙沼市を通 っ て
， 同市や唐桑町が接する気仙沼湾に流れ込

ん で い る （図 1）。一帯 は ，宮城
・岩手両県 の 県庁所 在地 か ら隔 た っ た，い わ ゆ る 「周辺 地域」

図1　 気仙沼地 方の概要

（出 典 ）『河 北 新 報 』1998 年6月 5 日付 朝刊

で あ り， 気仙沼市が そ の 中核都市で ある 。

　近代以 前か ら 地域 問 の つ なが りは 密 で あ り，そ の シ

ン ボ ル と して，室根神社大祭が挙げ られ る 。1270年以

上 の 伝統 を持つ とされ る 同大祭は
， 地元室根村をは じ

め
， 唐桑町や気仙沼市な ど「 市三 町 二村にわ た っ て広

が る 「神役」に よ っ て 担われ て お り，同地 域 の 文化面

や経済面の 歴史的つ なが りを象徴 して い る （室根村教

育委員会，1987）。

一
方，現代にお い て も，唐桑 町は

む ろ ん県外の 室根村 も，気仙沼 rl了の 商圏 ・通勤圏に含

まれ て い る 。 室根村 と唐桑町は，それ ぞれ農業 と漁業

が伝統産業で ある。両 自治体は，全域が 「中山 間地域」

で あ る こ とや，1960年以 降，人 口 が
一

貫 して 減少傾 向

に ある こ と，高齢化率が 24％ を超 えて い る こ と （1999年3月末現在〉， 第
一

次産業に代わ る 産業

の 育成が 喫緊の 課題 で ある こ と，で
一致 して い る。一方，気仙沼 市は ，近代漁業 の 発展 と共に

遠 洋漁業の 基地 と して 栄え，漁業 を取 り巻 く形で水産加．「業 や 卸業をど の 関連産業が形成 され

て きた 歴 史を持 つ
。 だ が

， 遠洋漁 業の 衰退 に伴 っ て
，
80年以 降人 口 が 減少に 転 じ て い る 。

　地域 共通 の 課題 と して は ，「若者流出」が挙 げ られ る。気仙 沼市 を含む い ず れ の 自治体 も ，

20歳か ら24歳の 層 （1995年時点）が，過去 10年間に 50％ を超え て他地域に流出 して お り，宮城

県郡部 （29．6％減）や岩手県郡部 （47 ．0％減）の 平均値 を ヒ回 っ て い る 。

　「森 ・海」運 動お よび次 に示す新月ダ ム 建設 問題 は，こ の よ うな社会的背景 を念頭 に見 て い

く必要が あろ う。

2．2 ．ダム 計画 と反対運動

　新月ダ ム は，大川 中流部 （気仙 沼市西部 に位置する 山村地域）に計画 され た 治水 ・利水を目

的とする 多目的ダ ム で ある 。 1974年 に宮城県が建設計画 を発表 したが
L9 ）
，こ れ とほぼ同時に ，
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水没予 定地 の 住民 （67 名）で 構成 され る 「反対運動」が結成 された。こ の 運動 は 当初 ， 「先祖

伝来の ＋地 を守れ」 を旗印に，他 地域の 多くの 運動 と同 じ よ うに 「絶対 阻］LI を掲げた対決型

の 運動 と し て展開され る （表 1）。

表1 新月ダム 建設計画をめぐるお もな動き

　運 動は，鉢巻 きをしめ て の 「ボ イコ ッ ト」や 「声明文 を読み上 げ て の 途 中退場 1な ど の 他 ，

「行政側 に何 か動 きが ある とす ぐに声明文 や意見書 をぶ つ ける」ゆ とい うス タ イル を と り，水

没予定地 の 住民の 団結の も とで ，事業主体で ある宮 城県 や気仙沼市 と対峙 し て きた 。 また，人

口 の 集中す る ド流域 の 支持層 を獲得 しようと，市内各戸 に小 冊Fを配布 した り，専 門 家 を招 い

て 「シ ン ポ ジ ウ ム 」を開催す るな ど，ダム の 必 要性に対する 疑問点や 下 流住民 に と っ て の デ メ

リ ッ トを訴 えて きた が ，「地権者の エ ゴ」や 「イデ オ ロ ギ
ー的な運動」 とい っ た住民 の先入観

を払拭 する の は容易で な く，運動は 「地権者の 運動」の 域 を脱却で きず，支持 層 の 広が りに乏

しか っ た
〔IU）

。

　80年代半 ばを過 ぎる と，膠着状態で あ っ た ダム 計画 が動 きは じめ る 。具体的に は ，87年8月

に，当時の 市長が主導 して 「新月ダム 建設期成同盟会」が発 足 し，県内の 近 隣 自治体や市内の

主 な民間団体が こ れ に加盟 した。また同年 12月 に は ，翌年度の 大蔵原案に ダ ム 建設の 事業費 1

億 5千万 円 が 初 め て 盛 り込 ま れ
， 中央行政 もダ ム 建 設を後押 しした．さら に ，翌 88年5月 に は，

県 と市が ダ ム 建設 に関す る 「基本 協定書 1を締結 して
， 事業費負担の 割合が 決定 され

，
T ．事の

着工 が決定的に なる n こ れ以外 に も，ダ ム 湛水線測量 が 90年3月に 開始 さ れ る な ど
， 「森 ・

海 」

運動 が 開始 され る 80年代後半は
， 「反対運動」が運動開始以来 の 最大 の 危機 に 直面 した時期 で

もあ っ た。
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3．運 動はい かに興 隆 し発展 したの か

　1980年代後半の 地元 の 様子は，た とえ ば気仙沼市当局が市内全戸 に 配布 した小冊 子か らも窺

うこ とが 出来る 。
い わ く，「新月ダ ム は ，本市 に と っ て 最 大 の 課題 で あ り

， 最 も重要な 事業で

あ ります」 （気仙沼 「トゴ建設部 開発 対策課，1987） と C1］）
u

　で は こ の よ うな逆風 下 ，「周辺 地域」 の
，

し か も少数 の 漁業者 の 運 動が ，い か に して 興隆 ・

発 展 し，ダ ム 計画に 大きな イ ン パ ク トをもつ に 至 っ たの で あ ろ うか 。 以下 で は
， 大 きく2つ の

時期に 分 け て 運動過程 を見て い くこ とに したい
。

3．1．運動の開始 と興 隆 （1989年〜1992年頃）

3．1．1．運動主体の初期資源 と戦略

　本運動は ，気仙沼湾 で 養殖漁 業 を営 む リ
ー

ダ
ーA 氏 の ，ダム 計画 に対す る危機意識が ベ ー

ス

とな っ た もの で あ k ，，彼 は、地元唐桑町で 生 まれ ，幼少期か ら豊か な 自然環境 の 中で 生 活を送

り，高校卒業後，家業 を継 い で い る 。A 氏 は ，80年代 半ば に 体験 し た海外 の 牡蠣養殖視察 と
，

「反対運動」 との 出会い か ら，豊か な海を守 る必要性 を痛感 し，大川 中流部 に計画 され て い る

ダ ム 建設 に対する危機感 を募 らせ て い っ た
，

とい う
Il121i

。

　彼は運動 を開始する に あた っ て ，ど の よ うな資源を有 して い た の で あろ うか 。 資源 とは
， 端

的に 吉え ば
， 1

．
運動組織 に と っ て 利用可能な

一
切の 属性 ， 環境 ， 所 有物」であるが ，こ こ で は，

Freeman （1979）の 分類 を参考 に ，金 銭や場所な ど の 「有形資源」 とネ ッ トワ
ー

ク や 専門家 な

ど の 「人的 （無形）資源」」L3〕 と に大別 してお きた い （表2）。 重要な の は，有形資源 もさる こ

表2　運動開始前に 有 した主な資源

資源 の 種類 内　 　 　 　 容

  金銭 若干 あ る　（シ ン ポ ジ ウ ム 開催 費用な
ど運 動費用）

有
形
資
源

一
  場 所 牡 蠣 処理 作業場 （事 務所）＝ 1

一
合意

形 成の 場 」

  商売 トの ネ ッ ト

　 ワ
ー

ク

部 落 内外 の 漁 業者

都 内料理 店
・IIT場 関係者

業界 新聞の 編集 長

人

　
　
的

　
　
資

　
　

源

  他 地域 〔流 域 1
　 との 人脈

上流 部
・
室根村職員D 氏

中流 部 ・「反対運動」B氏
下 流 部 ・市役所 職員C 氏や 有力 自営
　 　 　 業者瓜

  地 縁 地元 部落の 漁業者 な ど

生 活 を して い る養殖業者 も，「雪や 雨が多い 年 に は，牡蠣や ホ タ テ の お が り

とい う こ とを生 浩知 と し て 経験的に 学び取 っ て い た
／lt4〕。従 っ て ， 彼 ら に は，「ダム に よっ て 川

の 流れが変わ っ て しま い ，養殖業に と っ て 大きな脅威に な る」 とい うA 氏の 話 を
， 現実味 を持

っ て 受け入れ る素地が備わ っ て い た 。

　こ れ らの 資源を背景 に，A 氏 は ダ ム建設 計画に対 して どの ような運動戦略を選択 した の で あ

ろ うか 。 彼は次の ように語る 。

となが ら，彼 の 人的 ネ ッ トワ
ー

クの 豊 か

さで あ る。こ の 豊富な人的資源 は，彼が

養殖業 の 「生 産者」 と して だ け で な く，

「販売者」 と して の 顔 も有 し て い た こ と

に依拠 して い る 。
つ ま り，商売上 の つ な

が りを通 して，町内外 の 養殖業者を始め

とする外部との ネ ッ トワ
ー

ク が構築 され

て い た の で あ っ た 。

　こ うし た ネ ッ トワ
ー

ク をベ ー
ス に ，彼

は ，商売仲間にダ ム 建設へ の 危機感 を説

い て い く。

一
方，長年海 と関わ りなが ら

　　　　　　　　　　 （；成長）が い い 」
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　ダ ム 問題 に 関 して は ，行政 と対決する形 に な る わけで 。

……漁師が ダム 問題 に 冂 を挟む とい

うこ とは大変 な こ とです 。

……そ うい う状況で，川 の 流域 に住んで い る人 間全部 に共通 する も

の は 何かと考える と
， 共通項は森 だ と 。 「山に木 を植え る」 とい うこ とで あ れ ば，私たち に も

出来 る こ とで し ょ う？そん なに政治色 を出 さず に、，それで ，硫 域）全体の 入の 心 を掴む千段

として ，「木を植え る」 こ とを選んだわ けで す 。

〔L5】

　1989年9月に始 ま っ た 「森 ・海」運動 は ，か くして 「大漁旗 を掲げて ［［［に 木を植 える」 とい

うス タ イ ル で 始ま る 。 同運動 は
， 後述する よ うに 「反対運動」の 有志 など理念 を共有す る組織

外の メ ン バ
ー

の 強力なサ ポ
ー

トを得 なが ら，当初 は ，年1回 の 「植樹祭」と そ れに付 随 して 開

か れる 「シ ン ポ ジ ウ ム 」 を中心に展開され て い くこ と に なっ た 。

3．1．2．戦略の 効果 と外部主体 との関係

　それ で は ，運動 の 初期戦略，つ まり，「木を植 える」 とい う行為は
，

どの よ うな効果を もた

ら した の で あ ろ うか。こ こ で は，「戦略の効果」 と，そ れに よ っ て得 られた新
．
たな 「獲得資源」

に つ い て 考え て み る こ と に した い （表3）。

　第
一

に ，室根村当局 の 協力が挙げら れ る 。「こ の 運動は村 の 将来 に 大きなプ ラ ス を もた らす」

　　　　　　　　　　　　　　表3　 「初 期 戦 略」の効 果 と獲 得 資源

「戦略」の 効 果 （結果） 獲 　 　得　 　資 　 　源

  室根村 当局 の 協力 （村 長の 意思決定 〉

  地元歌人E氏 （B氏 の 配偶 者） の コ ミ ッ トメ ン ト

  巾 流 部 の 農 林業者 （「反 対運動」有志 ） の 協 力

  マ ス ・メ デ ィ ア の 好意的報道

植 林地 「村有 地 ｝の 無償提 供 〔1ha＞

キ ャ ッ チ フ レーズ 「森 は海の 恋 人」 〔＝フ レ
ー・ム の 構築）

植 林地の 地拵 えや 下 刈 り，苗木

地域内
・
外の 支持層 （参加 者）

と直感 した村役場 職 員 （D氏 ）の サ ポ
ー

トを得 て，A 氏 らは，「上 流の恵み に感謝 して木 を植え

た い 」 と当時の 村長 らに 訴えた
（16｝

。 行政側に と っ て こ の よ うな 申し出 は，政治色 が な くて受

け容 れやす く，最終的に村有地が植林地と して無償で 提供 さ れ る こ と に な っ た
［17）

。

　次 に ，地元歌 人 E氏の コ ミ ッ トメ ン トが ある。「反対運動」の リ
ー

ダ
ーB氏 の 配偶者で もある

彼女 の 協力に よ っ て ，こ の 運動 を全 国的に広める大 きな要因とな るキ ャ ッ チ フ レ
ーズ が誕生 し

た 。こ れ に よ っ て ，本運動 は従来 の 「ダ ム 反対」や 「先祖伝来 の 土地 を守れ 」 と は違 っ た
，

「森は海の 恋 人」 とい う全 く新 しい フ レ ーム を構築する こ ととな り，「上 流 の 恵み に感謝 した漁

民 の 運動」 とい うフ レーム や 「木を植 え る」 とい う戦略 と相俟 っ て
， 後述する よ うに メ デ ィ ア

の 注目 を大 い に集め た CIS］
。

　第三 に，「反対運動」 の メ ン バ
ー

で もあ る 大川中流部の 農林業者の 協力が あ る 。 植林 を行 う

には ， 草刈 りや地拵えなどの 作業が必要 となるが ， 「素人」の 漁業者が植林運動を展開
・継続

して い くには ， 彼 らの よ うな 「山 の プ ロ 」 の サポ
ー

トが不可 欠 で あ っ た。彼 らは戦略 ．ヒ，決 し

て 表に 出る こ とは なか っ たが，「黒子」 と して 運動 を支え る こ と に な っ た u

　最 後 に，マ ス
・メ デ ィ ア の 報道 を挙げ てお きた い 。 本 運動 は，「大 漁 旗を掲 げた植 林運動」
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と して 大 い に メ デ ィ ア の 関心 を引い た 。 そ の 背景 に は ，運動 の 新 奇 さに加 えて ，「ダム 反対」

を直接表に 出さな い こ と や
〔凹

，地球環境問題 の 顕在化な どを背景 とした当時の 環境 問題 に対

する 世論 の 高揚 ，が あ る 。 さ ら に ，A 氏や こ れ をサ ポ ー トする C 氏 ら も，仕事 を通 じて メ デ ィ

ア の 効能を熟知 して い た 。 事実，彼 らは 「（運動の ア ピール に は） マ ス コ ミの 力 を借 りる の が

一
番だ」 と考え，運動開始前に記者会見 を開 い て い る ． 前述の 「森は海の 恋人」 とい う巧み な

フ レ
ー

ム は，こ の メ デ ィ ア の 好意的な報道に よ っ て 広め られ ，支持層 を獲得 し，ひ い て は全国

的に 漁業者 らに よ る植林運動 を触発す る こ と に もな っ た 。

　 つ ま りこ の 時期 ，
運動主体で ある 「慕 う会」は ，室根村 （D 氏） や 気仙沼市 （C氏） の よう

な外部 の 主体か ら 強力な バ ッ ク ア ッ プを受け つ つ ， メ デ ィ ァ と友好的な関係 を築 きな が ら
， 運

動 を展開 して い っ た の で あ っ た ， 特 に ，「ダ ム 反対 亅の 理 念を共有す る 「反対運動 」 の メ ン バ

ー
との 連携 ・協働は

， 注目 に値する ，、つ まり， A 氏 ら 「慕 う会」 は，「木を植える」 こ とで ソ フ

トに流 域 の つ なが りを訴え る
一

方，「反対」を前面に 出す 「反対運動」の メ ン バ ーは ，「森 ・海」

連動 に協力 を しなが ら も黒子役 に徹する こ とに よ っ て ，流域 の ダ ム 建設計画 を取 り巻 く社会情

勢に新た なイ ン パ ク トを与えるこ と に な っ た u

　以上 を踏 まえ て ，運動初期 の 性格 をまとめ れ ば，それ は 「ダ ム 反対の ため の 流域住民の 教

育 ・啓蒙運動」 と い うこ とに な ろ う。実際 ，こ の 時期 の 運動 は，植林本 数 も少 な くて 「記念植

樹」的な色彩 が強 く，植林 に よる 「直接効果」は，極め て 限定的で ある と白
』
わ ざ る を得 ない

。

A 氏 ら もそ の こ と を承知 し て い て
，

む し ろ
， 植樹祭後 の シ ン ポ ジ ウ ム に 力点が 置か れ て い

た
 

c

3．2，運動 の発展 ・規模拡大 〔1993年頃〜）

　「森 ・海」運動は
， 93年か ら植林 地 の 地元で あ る室根村 との 協働に よ っ て規模 を拡大 し，さ

ら に支持層 を広 げ て い く。同時に，そ こ に は運動の 性格変容が 起 っ て い た c，

3．2．1．室根村の対応の変化

　89年に 始ま っ た 「森 ・海」運動 は，地元室根村 の 壮年層 な ど各層の 問題 意識 を喚起 して い く

こ とに なる。そ の 代表例 が ，X 自治会の 若手幹部で あ っ た 。 農業者の F 氏をは じめ と した若手

有志は ，当初か ら植樹祭 に参加 して お り，次第 に 「木 を植 えて 山 を豊か にす る こ とは，農業者

で ある 自分た ちの 問題 で もある」 とい う認 識 に変化 して い っ た とい う
〔2P

。

　 こ の ような 自治会幹部の 意 識変化 は，そ れ まで に 自治会で 話題 に 上 っ て い た ，「水車小屋 の

復 元」計画と重な る 形で
， 「水車小屋 の ある 集落づ くり構想」へ と発展 して い っ た 〔1992年秋）。

本構想 は ，集 落 の シ ン ボ ル と して の 「水車小屋 の 復元」 に加え
， 「水源涵養の 広葉樹の 森づ く

り」 と 「環境保全型 農業の推進」の 一｛本柱か ら な る 。 構想で は
，

ク リー
ン エ ネ ル ギ ーの シ ン ボ

ル で ある水車小 屋 を，広 葉樹 の 森 で 貯えられ た豊富 な水を使 っ て稼働 させ ，有機栽培 の ソ バ や

キ ビ な どを碾 き，地域 の 活性化 を図る こ とが謳わ れて い る 。

　中 で も 「水源涵養 の 森づ く り 1 に関 して は ， F氏 らが ，89年 に運 動 を開始 して い た 「慕 う会」

と共同 で や っ て い こ うと提案 し，A 氏 らは 「願 っ て もない こ と」 と快諾 した 。 そ の 結果，「森 ・

海」運動は，93年以 降 ， 下 流部の 「慕 う会」に 上流部の 室根村x 自治会が 運動主体 と し て加わ
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る形で ，発展 して い くこ とに な っ た 。

　こ の こ とは，運 動の そ の 後を占 う意味で も大 きな意義を有 して い た と言 えよう 。
つ ま り，運

動 に村内 の x 自治会 とい う主体が加わ っ た こ とは，室根村当局 が さ らな る積極支援 を実施 しや

す い 環境が 整 っ た こ と を意味す る。具体的に は ，植林川地 が豊富 なX 自治会 の 地元 の 村有地が

提 供 され た （22）
。 植林用地の拡大に伴 っ て 毎年数千本 レベ ル の 植林が 可能 とな っ た こ とは，後

述する よ うに，運動 の 性格 に大 きな 影響 を与え る こ とに な る 。

　以上 の ように ，A氏 ら 「慕 う会」 の 運動が ，室根村X 自治会の 意識変革を促 し，村 当局 を さ

らに積極 関与 させ るプ ロ セ ス を見て きたが
， もちろ ん ，そ の 過程 は必ず しも順風 満帆で あ っ た

わ けで は な い
。 村内に は ，経済林 として 針葉樹林を育て て きた林業家 も存在する ため，広葉樹

の 効用 をア ピール する本運動に対 して批判的な見方 もあ っ た，、 x 自治会内に お い て も， 「何 で 海

の 人た ち の ため に上 流 の 我々 が奉仕 しなければ な らな い の か 1や 「何ばか な こ とをや っ て い る

ん だ」 とい っ た疑問や 反発 も少なか らず存在した 。 特 に，共同開催に 至 っ た当初は，植樹祭当

日に協力する の は 自治会103戸 の 内，せ い ぜ い 20戸か ら30戸 で あ っ た 。 だ が ，運動が外部か ら

も認知さ れ 反響が 大きくな り，他地域か らの 参加者が増え て くる に 連れ て ，そ の ような雰 囲気

も次第に変わ っ て きた とい う
123 ）

。

3．2．2．新たな獲得資源 と戦略展開

　室根村X 自治会 との 「協働 」が成立 し ， 植桝祭が 共同開催 され る に 至 っ て ，ど の よ うな具体

的成果 （資源） が得 られ た の で あ ろ うか 。 まず ， 前項で 述べ た よ うに ，村有地 （約 5ha）が新

た に獲得 された 。 同時に ，X 自治会の 幹部 を中心 とす る 自治会 メ ンバ ー
が ， 良心的構成員 と し

て 運動に 携わる こ とに なる 。 人 的資源 に は
，

さ ら に役場職員が加 わ り，彼 らは植樹 祭当日の 雑

務 を担 っ た 。 また，植林地付近 まで の 林 道が役場 の 予算で 整備 され，人的資源の み な らず物的

（有形）資源 も提供 され る こ と に な っ た 。

　 一
方，そ れ以外 の 資源 の 獲得状況は どうな っ て い た の で あ ろ うか。運動の 初期段階で は，植

林 は せ い ぜ い 数十本 レ ベ ル で あ り，そ の 苗木 も，運動の 理念に 賛同する 大川 中流 部の 林 業家 た

ちか ら無償提供 さ れ て い た 。 だが植林連動が 大規模 化すれ ば，当然，苗木代等の 費用負担が生

じる 。 もち ろ んそ の 金額か ら判断 して
，

A 氏 らが負担する こ とは可 能で あ っ た と思 わ れ る が ，

運動 が 社会的に認知 を受け る に つ れ て ，民 間団体か ら苗木 の 提供な どの 申し出 も出始め，特 に

93年頃 よ り外部 か らの 資源提供が 活発化 し て い く 。 紙幅 の 関係 上 ，こ こ で 詳細な説明は で きな

い が ，注 目すべ きは，苗木以外に，少な か ら ぬ 金銭の提供が あ っ た と い うこ とで あ る 。

　A 氏 ら は か ねて か ら環境教育の 展開を構想 して い た と い うが
（241
・
，

こ れ を本格的に行 うた め

には，教室や各種設 備などある程度ハ ード面の 手当が必要で ある 。 91年に試 験 的 に体験学習 を

行 い ，室根村の小学生 を海に招 い て そ の 「有効性」 を実感 して い たA 氏 らは，こ の資源獲得 に

よ っ て 本格的に環境教育 へ 乗 り出 して い くこ とが 凵」
．
能とな っ た。

　 と こ ろ で ，運動過程にお い て マ ス
・メ デ ィ アが果 たす役割や その 重要性 に つ い て は，こ れ ま

で に も社会運動研究 の 分野で指摘 され て い る
〔25）

。 「植樹祭」 とい うイ ベ ン ト方式を運動戦略に

採る本運動 に とっ て ，外部 の 支持層 を獲得 して い くに は
， まさ に こ の メ デ ィ ア の 力が不可欠で
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あ っ た 。

一
方で ，メ デ ィ ア はそ の 性質上 ，常に新奇な対象を求め る。そ の 意味 で ，環境教育の

実施は，メ デ ィ ア の 注 目を再度喚起する 上 で も大 きな意義を有 して い た と考え られ る 。
つ ま り，

上 述 の 新たな資源を獲得する こ と に よ っ て ，環境教育 とい う取組み が可能に な り，結果的に は ，

新た な運動戦略を生み出 して い く契機 とな っ たわ けで ある．

　図2か ら分 か る ように ，93年の 「森 ・海」運動植樹 祭の 共 同開催以降 ， 運動に お ける 「戦略」

と 「資源動員」 に は 「正 の 循環」が生 じて い た 。 中で も
，

マ ス
・メ デ ィ ア の 役割が循環 の 原動

力 と して 大 きか っ た とい えよ う。 当時の メ デ ィ ア の 動 向は ，主 要新聞を例 に とる と，92年を ピ

ー
ク に 「環境」 に 関する 記事量 が 88年対比 で 約7倍 と急増 し て い た （環境庁 ， 1997：13）。 そ の

よ うな全国的 な背景 の 中 で ，本運動は格好の取材対象で もあ っ た。

　　　　　　　　　　　 図 2　 「森 ・
海」 運動 に お け る 資源と戦略 の 関係

蕎霧：

楽羲韆は戦略、囗 は資源 、 （）は主にそ の 結果を あらわす。

3．2．3．外部主体 との 関係 と運動 の性格変容 ：環境 ・資源創造運動 へ

　体験学習 の 開始 を
一

つ の 転換点 と し て
， 「森 ・海」 運動 は，子 どもを中心 とした環境教育 に

重点 を移 しなが ら，A 氏の 理念を反 映 して ，よ りソ フ トな運動へ と舵 を切 っ て い く
・［26）。

　すで に見 た よ うに，93年以降，室根村で は運動主体 の X 自治会 をは じめ，役場 な ど村 ぐる み

の体制 で 運動 に関わ る よ うに なっ た。特 に X 自治会は，95年か ら植樹祭終了後 に，植林地 の 麓

に再建され た水車小屋付近で ，地元 の特産品に加え，A 氏 ら漁業者 の 協力で 牡蠣な どを即売 し，

郷土 芸能を地 元 の fどもた ちが披露する 「水車まつ り」 を開始 して い る。

　まとめ る と，こ の 時期 の 運動は ，植林本数 が数千本単位 に増加する の と同時に
， 参加者 も

500 人規模へ と拡大 して い っ た （運動初期は 正00人 〜200 人程度）。 さ らに，こ れ まで毎年開か れ

て きた植樹祭後の 「シ ン ポ ジ ウ ム」が 93年を最後に姿 を消 して い る 。 代わ っ て 95年か らは
，

上

述 の 「水車ま つ り」 と い うイ ベ ン トが 開催され，今 H に至 っ て い る 。

　 こ の こ とは
， 運動の性格変容 を考える上 で ，見逃 す こ との 出来な い 重要なポ イ ン トで あろ う。

つ まり， 当初開かれ て きた 「シ ン ポジ ウ ム 」は，流域住民の 啓蒙をギ眼 と し て い た の で あ っ て ，

そ こ には 「慕 う会」の 「ダ ム建設」に対する 疑問 や 1メ ッ セ ー
ジ」が込め られ て い た。それが，

他地域 か らの 参加者が 増大 し，「水車 まつ り」が 開催 され る ように な っ た こ と に よ っ て ，本運

動 は室根村の 「地域 お こ し」 と して の性格を強 く帯び て くる こ と に な る 。 もちろ ん
，

ダ ム 問題
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は依然 と して 大 きな テ
ー

マ で あ っ た に違 い な い 。だが，必 ず しもそ の こ とだ けに止 まらな い ，

よ り普遍的な 「環境保全」 と 「地 域 づ くり」 とい う志 向性 を，A 氏 らが 「環境教育の実施」 を

含めた運動実践 の 中 で ，と りわけ，室根村 との 協働 の 中 で 強 め て い っ た こ とが窺わ れる。

　こ の 時期
，

運動があ る 程 度軌道 に乗 り，気仙 沼市内 で 当初 開催 さ れ て い た植樹 祭後の 「シ ン

ポ ジ ウ ム」 も無 くな っ た こ とに よ っ て
， 運動初期に

， そ の 企画や 運営 に お い て 重要な役割を果

た したC氏 な ど は ，運 動に
一

般参加者 の
一

人 と して 関わ る よ うに な っ て い く。 さら に ，運動当

初 ， 黒子役 とな っ て 「森 ・海」運動 に携 わ り， 同運動と緊密な連携を取 っ て い た 「反対運動」

の 有志 メ ン バ ー
は，X 自治会が 運動当事者 と して前面 に出 て ，植林 に関す る下作業な どに必要

な人的資源が手当され る ように な っ た95年頃か ら，直接的な関わ りが薄れ て い っ た 。
つ ま り，

初期 の 「ダム 反対 の ため の 流域住民 の 教 育 ・啓蒙」色が後退する
一

方で ，数千本 の苗木を参加

者全員が実際に植 え，そ の 後の 「水車 まつ り」 を楽 しむ とい う 「参加型 ・体験型 の イベ ン ト」

的な要素が生 まれ，「∫
一
ど もた ちの 環境教育」 と 「地域お こ し」が運動 の 前面に 出 て 来 た，と

い うこ とに な る。

　以上 を踏まえ て 運動の性格変容 を考察す る と
， 本運動は そ もそ も

，
ダ ム 開発 か ら流域 を守る

と い う意味 で 「流 域保全 運 動」 で あ っ た。だが ，生 活防衛型 の 流域 保全 運動 に と ど まらず ，

「木 を植える 」 こ とに よ っ て 新た な環境 を創造 し， さ らに運動過程に お い て
，

E流部の 室根村

の 知名度 を上げ同村における地域活動 を触発す る
〔27 ｝

な ど ， 地域の 資源 を創 り出す とい う 「環境 ・

資源創造運動」の性格 を併せ持 っ た，「重層的な」運動 へ と変容 して い っ た と考 え られ る
C2S）

。

運 動の 支持層が地域 を超 え て広が る
・・

方で ，運動の 初期 に見 られた 「森 ・海」運動 と 「反対運

動」 との 間の ，主と して 組織 レ ベ ル で の 連携 ・協働 は，こ れ まで に述べ て きた ように，運動主

体の 変化や 97年の ダ ム 休止決 定な ど を背景 と して，次第にリ
ーダー

問 の ゆるや かな個 入 レ ベ ル

の付 き合 い へ と変質 して い くこ と に な っ た
〔ZL））

。

4．結語

　こ れ まで 「森 ・海」運動の展開プ ロ セ ス に つ い て ，運動主体の 資源お よび戦略，外部主体 と

の 関係 ，
フ レーミ ン グ を中心に検討 を進め て きた 。 そ の結果 ，

ダ ム 建設推進 とい う逆風 の 中 で
，

「周辺 地域」に 位 置す る少数 の 漁業者 の 運動が 大きく発 展 した 要因 は
， 「反対運動」 をは じめ と

する多様な外部主体 との 連携を ベ ース に ，「森は海の 恋入」 とい う巧み な フ レ ーム を構築 した

点に ある こ とが明 ら か に なっ た 。 こ の よ うなす ぐれ た フ レーム の 構築 と
， 「大漁 旗 を掲 げて木

を植える」とい う表出的で ユ ニ ー
クな戦略 に よ っ て ，運動 は 「メ デ ィ ア の 注 目とい う稀少 な資

源」 （田窪，1997 ：142）を獲得 して い く。 さ ら に，「木を植え る」 と い う行為 自体が もつ 実践

的か つ 未来志向的な性格や，運動の 持 つ 「わ か りやす さ」，参加対象を限定 しない 門戸 の 広 さ

が相 俟 っ て ，「反対 運動」 の 獲得す る こ との 出来なか っ た広範な層の 社会的支持が獲得 され ，

資源 と戦略の 「正 の 循環」に結 びつ い た の で あ っ た 。

　本稿 の こ れ まで の 議論 を踏まえる と，本運動の 環境運動 と して の 意義の
一

つ は，「水没予定
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地 の 地権 者 を中心 とす る地域 住民対事業主体」 とい う，それ まで の 当 該開発 計画 を と りま く

「閉鎖的 な」問題構図を，地域 内外を問わず
一
般の 人 々 が広 く共通の 関心 を持 ち うる問題 に組

み 替えた こ とにある と言 えよ う。そ して ，新 しい タイプの 本運動が ，従来型 の 「反対運動」が

存在す る大川 とい う流域 で 興隆 ・発展 し，両 者が相補的な役割を果た した結果 ，
マ ク ロ 的 に は

こ れ らが環境運動 と して 大 きな力を持 つ こ とにな り，ダム 計画休 ［Lの
一つ の 契機 とな る に至 っ

た と考え られ る C3e）
。

　ダ ム休止決定 を受け て
， 今後 の 治水 ・利水策は 県か ら委託を受け た 「大川治水利水検討委員

会」で審議 され て い る 。 1999年11月には，気仙 沼市民 を対 象と した 自由応募 の 公 聴会 （市民の

意見を聴 く会）が検討委員会の 主催で行わ れた 。 そ こ で の ，下流域の 市街地に住む ある 自治会

長に よ る，「（「森 ・海」運動 の ）A さん らが運動 を通 して主張 して い る こ とに は信憑性がない と

い う人 もい るが ，そ れが虚構で あ る とい う立 証がな い 限 り，ダ ム 建 設の 強行は避 け るべ きだ」

とい う発言 は
，

一
例で はある が

， 「森 ・海」運動が 果た した役割 を端的に示す もの で あろ う。

　開発行為に よっ て 自らの 生活環境 に 直接 ・間接 の 影響が発 生す る こ とが予 見され なが ら，開

発予 定地 の 地権者 の よ うな 1土 地明 け渡 し拒否」 と い っ た 直接的か つ 有効 な対抗力 を持た な い

「周辺住民」 は
， さま ざまな ケ ー

ス に 見 ら れ る 。 本稿で 取 り上 げた事例 は ，そ の よ うな直接的

な 対 抗力を 持 た な い 住 民 に よ る 運動 の
，

一
つ の 成功 モ デ ル を 示 して い る の で は な か ろ うか 。

注

〔1）林 野 庁 （各年） を参照 した。なお ，1995年の 調 査 で は，団体数 は約 200と され て い る 、，

  詳 し くは，全 国漁業協同組合連合会 （1998 ） を参照 。 なお ，筆者の 知 る 限 りで も，こ れ ら 以外 に 主な連

　動 と し て，熊本 県 に お け る 天 明水 の 会 （1994 年
一一・）や パ ール 青 年 会 （1995 年 O ，石 川 県 漁連 （1996年 O ，

　宮 城 県志 津 川 田亅漁 協 （1996年 一
） な どが あ る。

（3）北海道 で は 1988年 に 指導漁連 が主 導 して ，全道規模 で 「お 魚殖や す植樹運動」が 開始 され て い る 。 た だ，

　
一

般 市民 へ の 開放 性 と い う点 で は，「森 ・海」 運 動 が は る か に 大 きい 。

（4）複 数 の 住 民 へ の 聴 き取 りに よ っ て 確認。統計的 に見 て も，地 元 漁 協 に所属す る組 合 員約 1，3（［O人 の うち，

　養殖業 を営 むの は140人弱 （1998年時点） と，1割強 に 過 ぎ ない
。

（5）調査 は 98年 11月 か ら99年 1］月 にか けて 実施 し，延べ 51名の 方へ 聴き取 りをした 。

（6）資源動員論 に 関 して は，Jenkins（1983）や 長 谷 1［1 （1985），片桐 （】995），塩原 編 （1989） を参照 した。

　資源動員論 に 対 して は，［行為が 単 な る デ
ー

タ に還 元 され る ため，そ の 運動 の 持 つ 意 味や 起 源 に 関す る 充

　分な検討が な され ない 」 〔：Melucci，1989＝1997 ：ll） とい っ た批判が繰 り返されて きた 。 それ に 対 して 本

研究で は，フ レ ー
ミン グの 援用 な ど に よ っ て ，運 動の 起 源 や 歴 史的 変容 を分析 し，そ の 性 格 変容 を質的 に

　浮き彫 りに し よ うと試み た。

〔7） フ レ
ー

ム 調 整 と は ，個人 と運動組織 の 「解釈枠組 み 」 を結合 させ る こ と を 意味す る （Snow 　et　al．，

　1986 ：467 ）が ，こ の フ レ ーム 調整 の 巧拙 が，運 動体 が 交持層 を獲得 で きる か 否 か の
一

つ の 鍵 と な る 。

　SnQW ら は ，な ぜ あ る 運動組織 が 目立 ち，よ り大 きな 永続的成 功 を成 し遂 げ る こ とが で きる の か に つ い て

　は，社会的 資源 の 拡 大 や 配 分 の 変 化 だ けで な く，運 動体の フ レ
ー

ム 調 整の 効 果 も取 り扱 う必要が ある ，と

　主 張 した （Snow　et　al．，エ986 ：478）。尚，近 年，政 治 的機 会 構 造 ・動 員構 造 ・フ レーミ ン グ の 3要素 を運 動

　分 析 の 枠組 み と して 用い る こ とが提起 され て お り （McAdam 　 et　 at．eds ．，1996），そ れ に 依 拠 した先行研 究
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　（田 窪，1997な ど）も見 られ る が，政 治 的 機会 に関 して は ，非 政 治 的 な 戦 略を採用 した 本 運動 の 場 合，直

接の 連関が ほ とん ど見出せ な い た め，以 下 で は特 に 言及 しない
。

〔9）県 が 86年 に 発 表 した 2度 目の 計画 に よ れ ば，新月 ダ ム は 堤高66m ，堤長480m ，有効貯水量1，250万 トン で

　あ り，総事業費 は340億 円。ま た 水没 対象 と な る の は，JR 〔「口国 鉄）大船渡線約5，3km ， 国 道284号線約

　2．7km ，民 家 23戸，山林 お よび耕 地 約 100ha。

（9） 1999 年8月5 凵，B 氏へ の 聴き取 りに よる、，

（10） こ の 点に関連 して あ る住民 は，　
・
般住民 の 「反 対運動」 に対する認識 は ，「地権者が 反対 して い る」 と

　い う程度の もの で あ り，運 動 の 広 が りは全 くな か っ た，と い う （1999年8月4日C氏 へ の 聴 き取 りに よ る。

　そぴ）他，1氏な ど複数の 住民 に も確認）。

（11＞た と えば 89年当時，市議 会で は 議員 定数30の うち，1ダ ム 反 対 1 は 2名で あ っ た 。

（12） 1999 年 1月 161−iお よび 同 2月15目，A氏 へ の 聴 き取 りに よ る。彼 は，「（反 対 運 動 の メ ン バ
ー

と親 し くな

　る 前 は ）ダ ム 問題 を よ そ の 問題 だ と思 っ て い た」 と請 る 。

（13）199 ｛〕年 に，北 大 水 産 学 部 の 松 永 教 授 が ，「海 の 磯 焼 け の 原 因 は 源 流 部 の 腐 葉 土 か ら 1出 た 鉄 分 と 関 連 が あ

　 り，ダム はそ の 流れ を 阻害す る 」 とい う報告 を第2同植樹祭後 の シ ン ポ ジ ウ ム で 実施 。
こ こ で 新 た な人

　的 ・情報的資源 と して ，「専 門家の 関 与 と理 論」が 加わ る こ と に なり， 運動 に 「科学的根拠」 が 備わ っ た 。

（14） 複 数 の 漁 業 者 か ら聴 取。G 氏 （】999年3月 19日｝ や H 氏 （同4月 25 ロ） な ど。

（15）1999年 1月16日，A 氏 へ の 聴 き取 りに よ る （強調点 は引 用 者｝、、

（16） こ れ以外 に も， 植樹祭の 雑務 に関す る 役場職員の 労務提供や，体験学習を開始す る に 当た っ て の 村内

　の 小 学 校 との 折 衝 な ど ，D 氏 の 果 た した 役 割 は 少 な くな か っ た （1999 年3月 18 日，同 氏 へ の 聴 き取 りに よ

　る〉＝

（17） 同村 の 協力 を得 ら れ た 背景 に は ，逆説 的 だ が ，入 為的 な 地 域 区 域 と し て の 「県 境」 の 存在 もあ る 。 89

　年当時，気仙沼市で は 「政 官則
．
」共に ダム 建設 推進

一
色で あ り，本運動 に対 して も批判的な見方が あ っ た。

　一
方，県境 を隔て た 室根村 に は ダム 建設 に よる 直接 的 な利害関係 が存在せ ず ，また 「同 じ県で は な い 」 と

　い う立場が
，

ダ ム 反 対 を掲げて い ない 本運動に 協力 しや すか っ た とい う点に 留意 した い
。

つ ま り， 連動 は

　県境 を越 えて 植林をする こ とに よ り，結果 的に は 当局 な どの 社会統制 を 回避 で きた，と考え ら れ る。

（18）運動初期 に は，室根神社大祭の 儀式 を模倣 して ，植樹祭開催時 に，漁業者 が気仙 沼 湾 で 早朝 に汲 み取

　 っ た 塩 水 を神社 に 奉納 す る，とい うス タ イ ル を採 っ て お り，地元 各メ デ ィ ア もそ の 点 を報 じて い た 。 地 元

　の 誰 もが 知 っ て い る大祭の 伝統儀 式 に則 る こ とに よ っ て，運動 の 戦略お よ び フ レ
ー

ム の 正当性を補強する

　効果が あ っ た と考 え られ 注目に 値す る 。

（19） こ の 点 に つ い て ，あ る主要 メ ン バ ー
は ，「我々 は，直接 に は ダム 反対 の 意思表示を して き ませ ん で した

　が，そ れ は あ くまで も作戦 で すか ら」と筆者 に語 っ て い る。

（20）A氏 は次 の よ うに 言 う．「植 樹 祭 とい っ て もア ピール しな け れ ば な らな い 。単 に木 を植 え る だけ で はね、

　……
つ ま り，「植樹』 と 『シ ン ポ ジ ウ ム 』の 二 つ の 什掛け を した わ けで す。こ れ は 住民教育 で す か ら」

　（1999年 1月 16凵，同 氏へ の 聴 き取 りに よ る）。

（21＞F氏 ら へ の 聴 き取 りに よ る z また，X 自治 会 の 会 長 は，筆 者 に 対 して，自分 は植 樹 祭 に 対 して 当初 ほ と

　 ん ど関心 が なか っ たが，若手幹部が 熱心 で ，次第 に 自分 もそ の 認識が 変わ っ て い っ た，と語 っ た （1999 年

　3月 18 口，同氏へ の 聴 き取 りに よ る ）。

〔22）具 体 的 に は，X 自治 会が役 場 と分 収林契約 を結 ぶ 形 で ，村 有地 が 無償 提 供 され た 。

（23） 1999年4月4 日，F氏へ の 聴 き取 りに よる 。 筆者が 参与観察 し た，1999年の 第 ll回植樹祭 で は，植樹祭

　終了後，地 域 の シ ン ボ ル と な っ た 水車小 屋 周辺 で ，村の 特産品や飲 食物 を販売 す る地 元住民 の 姿が 多 く見

　 られ た。

159

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Association for Environmental Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Environmental 　Sooiology

帯谷 ：漁 業者 によ る植 林運動の 展 開 と性 格変容

（24） こ の 点 に 関 しA氏 は，「〔運 動 の 過程で ）大 人 だ けで は 駄 目 だ な っ て 気が つ い た わ けで す。つ まり，子

　ど もの 教育が 車要 だ と。……大川 上 流 の 室 根村 の ，海 か ら 10数 キ ロ しか離 れ て い な い と こ ろ で さえ……H

　常生 活の 中で 海 を意識 す る機 会 が ほ と ん ど ない 。こ れ は まずい と 。 そ の 人 た ち の 生 活 は，全部海へ つ なが

　っ て い る わけで すか ら」 と語 る （1999年 1月16日 ， 同氏へ の 聴 き取 りに よ る〉。

（25 ｝た と え ば ，Jenkins （1983 ） や 片桐 （1995），　 Zald （1996） な ど U

（26）た と え ば彼 は，9（子 ど もた ちが ）遊 び の 中か ら感 じ取 る っ て い うの が 香 じゃ ない で すか ね。教える

　とか 教 え ない とか そん なこ と よ りも」 と言 う 〔テ レ ビ東京 『ナ ビゲーダ 96　牡蠣 の森 を作る一大漁旗を

　掲 げ た 植 林 』 ：1996年7月 1611放 送 よ り）。

〔27）具体的な 内容 に 閧 して は，拙稿 （帯谷，1999 ） で 論 じて い る ，：

〔28）「環境 ・資源創造運動」 は ，飯島 〔1995 ）の 「環境創造 運 動」 を参考 に，本運 動 に即 して発 想 した筆者

　の 造語 で あ る。

〔29） また，「反対運動」の
．
卞要 メ ンバ

ー
の 中 に は ，近年，「森 ・海」運動 の 方向性 に 疑 問 を呈する 者 も出 て

　きた が ，そ れ に は ，「森 ・海 」運動 の ソ フ ト化 に 伴
・
っ て ，地 域住民の 団結 を頼 りに ，25年近 く行政 と対峙

　して きた彼 らの 運 動 ス タ イル と の 対照 性が 際立 っ て きた こ とや ，「植樹祭 1が 定式化 し 「イ ベ ン ト」的 な

　色彩 が 強 ま っ た こ と，さ ら に 下流部の 唐桑 町 と ヒ流部 の 室根村 の みが 注 目 を集 め ，
と もす れ ば ダム 計画 で

　疲弊 した 中流 部 に位 置 す る新 月地 区 が そ の 陰 に隠 れ て し ま っ て い る こ と，な どが 要 因 と して 考 え られ る。

（3−　0） 1997年 8月 に，事 業 主 体 で あ る宮城 県は，ダム 建設 計画 の
一

時休止 を発表 c 事業者 （県
・
国 ）の 公式発

　表 で は，ダ ム 計画が休止 と な っ た要閃は
， 地権者らの 長年 に亘 る反 対運動 お よび財 政 難とされ て い るが ，

　県 十 木部 の ある 幹 部 は 筆者 に 対
．
して ，「（「森 ・海 」 運 動 の ） 影 響 が な V ・ とい え ば嘘 に な る」 と，ダム 計 画

　に対する本運 動 の 影響力 を認め て い る 。 また98年2hiに，「反対運動」 の リーダーを メ ンバ ー
に 入れ た 「大

　Jrl治 水 利水検討委 員 会」 が 発 足 して，今後 の 対応 策の 検討が 県側か ら 委 ね ら れ て お り，2000 年5月 中 に 最

　終答申が発表 され る予定 で あ る。なお新月ダム 建設 問題 に 関 して は，県 の 最終決定が 出 た段階 で ，行政 を

　含め た 関連する諸 ア ク タ
ー

の 分 析 を中心 に，稿 を改 め て 論 じる こ とに した い
。
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DEVELOPMENT  AND  TRANSFORMATION

OF  A  FISHING  PEOPLE'  S TREE-PLANTING
                  MOVEMENT

          FROM  WATERSHED  PROTECTION

    TO  ENVIRONMENT  AND  RESOURCE  CREATION

OBITANI  Hiroaki

     Graduate School of  Arts and  Letters

           Toheku  University

Kawauchi, Aoba-ku, Sendai, Miyagi, 980-8576, JAPAN

   In Japan, tree-planting movements  by fishing people  have  been  grgwing  for the past

decade. Most  of  them  plant and  nurture  broad-leaved saplings  near  rivers  in an  effbrt  to

restore  the  ecologieal  link between  the  woods,  the river,  and  the sea.  In  this paper,  I con-

duct a  case  study  ef  
"THE

 FOREST,  THE  DAIRLING  OF  THE  SEA," an  early  tree-planti-

ng  movement  that has drawn national  attention,  This movement  was  started  by oyster

farmers in Kesennuma  area  in 1989 in response  to a  dam  eonstruction  project.

   Why  has the movement  grown  and  had  a  strong  impact on  the  project? I draw  upon

resource  mobilization  theery to explore  this question in terms  of  resources,  strategies,  and

relationships  with  other  aetors.  In doing so, I clarify  the growth  and  transformation of  the

movement'  s  character  through  its interaction with  the  social  environment.  In addition,  I

point  te framing  as  a  key  factor in empowering  the organization'  s  rnobilizing  potential

and  engendering  the 
"positive

 circulation"  ofresources  and  strategies.

Kbywords  and  phrases:  
"TllE

 FORES7;  THE  DARLING  OF  71UE SEA'' movement,

   resource,  strateg  y, framing, 
"environment

 and  resource  creation  movement"
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